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高 さ 1 ～ 1.5m， 葉 は か な り 大 き く 長 さ 35 ～
55cm，互生し長柄があります。下の方の葉は 3
回 3 出複葉，上部は 2 回 3 出複葉となり，小葉
は卵形，先端はとがり，辺縁は鋭浅裂，両面に
短い毛をまばらにつけ，8 ～ 10 月ごろ分枝した
























　生薬のショウマには，中国産の北升麻の基原植物である興安升麻 C. dahurica をはじめ，基原
植物が数種類あります。その他，日本に自生するショウマと名のつく植物にはイヌショウマ C. 
japonica，オオバショウマ C. acerina var. acerina，レンゲショウマ Anemonopsis macrophylla など
があり，レンゲショウマは 1 属 1 種の日本固有種で，東北地方南部から中部地方までの低山から亜
高山の林の中に生え，根生葉は 2 ～ 4 回 3 出複葉，小葉は卵形で，長さ 4 ～ 8㎝。花は大きな円錐
花序にまばらにつき，直径 3 ～ 5㎝と大きくて美しい。
　アメリカ産の升麻（black cohosh, black snakeroot）の基原植物は C. racemosa Nutall で婦人
病薬にされます。また赤升麻といって本品に代用されるものにはユキノシタ科のアカショウマ 
Astilbe thunbergii，トリアシショウマ A. congesta，アワモリショウマ A. japonica，チダケサシ A. 
microphylla 等の根茎があり，サラシナショウマとは全く異なったものです。
写真４　レンゲショウマ（花）写真３　イヌショウマ（花）
写真 5　生薬：ショウマ（升麻） 図 1　cimigenol の構造式
